
 

 

 

物  質  名 3-アミノ-1H-1,2,4-トリアゾ－ル ＤＢ－3 

別  名 

アミトロ－ル 
3-アミノ-1,3,4-トリアゾール 
3-アミノ-s-トリアゾ－ル 
3-アミノトリアゾ－ル 

CAS 番号 61-82-5 
PRTR 番号 1-19 
化審法番号 5-602 

構 造 式 

 

分子式 C2H4N4 分子量 84.08 
沸点 加熱分解するので該当せず 1) 融点 159℃ 1) 
蒸気圧 該当せず 1) 換算係数 1 ppm = 3.44 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） －0.65 2) 水溶性 28 g/L（25℃）3) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 14,700 mg/kg 4)  
 ラット 経口 LD50 1,100 mg/ kg 4)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・イヌに 0、0.001、0.05、0.15％の濃度で餌に添加して 1 年間投与した結果、0.05％以上の群で

チロキシン及びトリヨードサイロニン濃度の有意な低下、甲状腺重量の増加及び腫脹、甲状

腺の濾胞上皮細胞過形成の増加を認め、0.05％以上の群の雄及び 0.15％群の雌で甲状腺機能

低下に関連した皮膚のざらつき、甲状腺の傷害（被膜の線維化、脈管の炎症及び拡張）、下

垂体の肥大がみられた。また、0.15％群の雌雄では、甲状腺での血栓症、色素沈着及び出血、

赤血球数、ヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値の有意な減少、雄で下垂体での過形成、コ

レステロール値の上昇、心臓の絶対及び相対重量の有意な減少及び神経学的な症状を認めた。

これらの結果から NOAEL は雄で 0.001％（0.29 mg/kg/day 相当）であった 5)。 
・ラットに 0、0.00005、0.0002、0.0015、0.011％の濃度で餌に添加して交尾前 72 日間から妊娠、

授乳期間を通して投与した二世代試験の結果、0.0015％群の F0、F1 世代の雌雄で甲状腺の変

性（濾胞の小型化、コロイド含有量の減少、濾胞上皮の肥厚）がみられ、0.011％群の F0、F1

世代の雌雄で体重の有意な減少、濾胞上皮過形成、脈管拡張を伴う甲状腺相対重量の有意な

増加を、F0、F1 世代の雄及び F0 世代の雌で細胞の空胞化、好酸性細胞数の減少を伴う脳下垂

体相対重量の有意な減少を認めた。これらの結果から、NOAEL は 0.0002％（0.12 mg/kg/day）
であった 6)。 

・ラットに 0、5 mg/m3 を 104 週間（1 時間/週）吸入させた結果、5 mg/m3 群で、行動の変化、

体重、甲状腺及び肝臓重量への影響はみられず、腫瘍発生率も対照群との有意差はみられな

かった 7)。 
・ウサギに 0、5、20、80 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 18 日目まで強制経口投与した結果、母ウ

サギでは 20 mg/kg/day 以上の群で肝臓の絶対及び相対重量の減少、アルブミン及びタンパク

質の濃度低下がみられ、80 mg/kg/day 群で、摂餌量の低下、クレアチンキナーゼの活性の上

昇、アルブンミン及びタンパク質の濃度低下、トリヨードサイロニン及びチロキシン濃度の

低下、甲状腺の濾胞細胞のわずかな肥大がみられた。また、肝臓では 20 mg/kg/day 以上で肝
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小葉中心及び細胞膜のエオシン染色帯で細胞質変性、80 mg/kg/day 群でクッパー細胞の変異

細胞巣のわずかな発生増加がみられた 8)。この結果から、NOAEL は 5 mg/kg/day であった 9)。

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ 雌雄のラットに 0、0.00005、0.0002、0.0015、0.011％の濃度で餌に添加して交尾前 72 日間及

び妊娠、授乳期間中に投与した二世代試験の結果、0.011％群の F1 及び F2 世代の仔で出生後 1
日目の平均体重の有意な低下、F1 世代の仔で甲状腺絶対及び相対重量の有意な増加を認め、

F2 世代の仔では出生後の生存率に低下がみられた。また、F1 世代の雌雄で生殖能力の低下、

F1 世代の雌で妊娠期間の長期化、F0、F1 世代の雌で着床率の低下がみられた。これらの結果

から、NOAEL は 0.0015％（0.9 mg/kg/day 相当）であった 6)。 
・ ウサギに 0、5、20、80 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 18 日目まで強制経口投与し、29 日目に

剖検した結果、80 mg/kg/day 群で雄の胎仔で有意な低体重を認めた。この結果から、NOAEL
は 20 mg/kg/day であった 10)。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・健康なボランティア及び甲状腺機能亢進症患者へ経口投与した試験では、100 mg で甲状腺の
131I 取り込み（24 時間）の阻害を認め、10 mg ではごくわずかに取り込み阻害がみられた 11)。

・6 ヶ月間にわたり、顔、手、背中、大腿部及び足の皮膚炎を罹患した 41 歳の除草作業員に本

物質 1%をパッチテストした結果、2～4 日で強い陽性反応が現われ、アレルギー性接触皮膚

炎と診断された 12)。 
・本物質の生産と梱包に 3～16 年従事した労働者 5 人では、甲状腺シンチグラム及びトリヨー

ドサイロニン濃度、チロキシン濃度の測定結果から、甲状腺機能障害の証拠はみられなかっ

た 13)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価： 3 14) 

実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠ないため、IARC 評価では 3（ヒトに対す

る発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 15) TLV-TWA 0.2mg/m3  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 0.12 mg/kg/day（甲状

腺組織の変性）を採用し、試験期間（投与期間）の短いことから、10 で除した 0.012 mg/kg/day
を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの TLV-TWA 0.2 mg/m3（甲状腺機能の障害）を採用し、暴露状

況で補正した 0.04 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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